
聖徳太子と出会う近江一万階段 NPO法人歴史資源開発機構

始まり

近江で良く聞く話

「うちの寺は聖徳太子が開いたのを織田信長が焼いてしも
て、なーんにもない貧乏寺ですわ」

本当に、聖徳太子が開いた寺が多いのか？・・・調べてみよう

調査の結果、聖徳太子が開いた寺院・神社・・・112カ所

全国断トツの第1位。これは凄すぎる。近江を全国に売り出す格
好の文化遺産！ 時は、2022年、これは聖徳太子が亡くなられ
て1400年の記念の年。聖徳太子関連社寺を観光の素材として発
信しよう！

しかし、前に立ちはだかる障害

階段・石段

何故か、近江の聖徳太子関連社寺の多くが山にある

山にあるということは、お参りのためには階段・石段を登
らなければならない

社寺観光で忌み嫌われるのが

階段・石段

でも、あるのだから仕方がない

＊

＊

＊

＊

＊

＊

どうしよう

階段・石段があるのだから仕方がない

これは、近江聖徳太子観光のために乗り越えなければ
ならない壁

壁？ 「壁」と考えれば排除するしかない

階段・石段を「近江の個性」と考えれば？

「個性」として捉えれば階段・石段が資源になる可
能性が出てくる

階段・石段を登る事を観光とすれば良い

＊

では、一体何段の階段階段・石段があるのか？

調べれば良い・調べよう

行 程

聖徳太子石段の楽しさを発信する

これを全部登ったら、健康になるよね

一万段を目指し、石段・階段登りに挑戦してもらう

達成者には記念品を進呈

調査の結果

３０段以上の石段・階段を持つ社寺・・・・４８社寺

石段・階段総数・・・・・・・・・・１６，２２７段
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＊

「健康しが」活動創出支援事業費補助金

の採択



調査の結果を取りまとめ、事業参加へ誘導するために製作した冊子（表表紙・裏表紙）



冊子『チャレンジ聖徳太子と出会う近江一万階段』の編集・印刷。
配布

A-4版カラー印刷16頁
5000部印刷し、観光関係機関等へ配布

事業告知媒体「チャレンジ聖徳太子と出会う近江一万階段」の編
集・印刷。配布

A-4版カラー印刷４頁

5000部印刷し、観光関係機関等へ配布

モデル登拝事業「聖徳太子と出会う近江一万階段」の開催

一般社団法人東近江市観光協会との協働により、代表的な聖徳
太子関連社寺の階段・石段を登って参拝する「モデル登拝」を4回
開催した

第1回［聖徳太子と岩の神々を巡る］石馬寺ほか

第2回［聖徳太子と愛でる錦秋の社寺］観音正寺ほか

第3回［聖徳太子と愛でる水源の仏と太郎坊宮お火焚き］
あああああああ 瓦屋禅寺ほか

第4回［聖徳太子と拝する自然の神々そして渡来の神］
観音正寺ほかあああああああああああ 岩戸山十三佛ほか

広 報

聖徳太子1400年事業事務局ＨＰ・関係観光協会ＨＰに事業告
知を行うと共に、マスコミにプレスリリースし、新聞等に掲
載された

階段・石段を観光資源そして、健康づくりの資源として評
価する、全くなかった視点からの事業であり、注目度が高
く、多くのマスコミに取り上げられ、取り組みが高い可能
性を持つことが示された

体を動かして社寺に参拝（登拝）することが、健康づくり
に資することは当然であるが、歩いて登拝することによ
り、今まで気づかなかった歴史文化遺産自体、ならびにそ
のアプローチの過程に潜む価値を認識する事に繋がり、新
たな視点からの歴史文化観光の可能性を示すことができた

モデル登拝事業において、やや高額ではあるが地産の食
材を使用した昼食を提供した。単に体を動かす、社寺を
参拝する、といった目的の達成以上の満足を参加者が感
じられた。価値を複合化する事により、資源の価値が高
まる事が示された

問題点と展開

事業の継続的な情報発信に関し
て、一法人の力では限界があ
る。
これを近江の個性的な文化財
的・観光的・健康づくり的資源
として活用し、「財」とするの
であれば、関係行政機関の積極
的対応が必要となる

事業成果と問題点聖徳太子と出会う近江一万階段事業内容

全く新しい、取り組みおよび、未来性に対する民間から
の提案である。事業は取り組みの端緒であり、観光資
源・健康資源としての定着には継続的取り組みが必要と
なる


